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印刷田辺 印刷

室で土器作り

小中学生を対象とした「考古学教室」が、春休み中の 3月22-24日と 25-27日の 2回、信濃国分寺資料館で聞か

れました。この教室では、 1日目は旧石器時代から古墳時代までの歴史的な話を聞き、 2 ・3日目は実際に土器の

作り 方(=写真)を学びました。参加した約80人は、なかなか経験できない粘土での土器作りとあ って、 真剣な表

情で手を動かしていました。なお、 4月15日からは、この作品展が同資料館で開催されます。

主な内容 市民の動き

( 3月1日現在)

総人口 114，958人 (+ 17) 

男 55，987人 (+ 22) 

女 58，971人 (- 5) 

世帯数 35，476世帯 (-32) 

)内は前月比です。

3月定例市議会、 59年度予算決まる・・・・・・… ・・・・・…・一一 .2 ~4 ページ
市の組織機構を一部改正・・・一一..一一・・・・・・・・・・・・・・・・一一....5・6ページ

昭和59年度上田市自治会長名簿…・・・.....…・・・一..........7・8ページ

契約に関する Qアンド A、 SF商法・一一…・・・・・・..一…・・・・一...9ページ

お知らせ・・・・・・・ ..... •.•.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10・11ペー ジ

まちゃ山を緑で包もうー・ー・…一一・・……-・・・・…・・…ー・・・・・・・…12ページ

働く婦人の家、婦人教室の受講生募集…・・・……-…………13ページ

おくやみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー...........................14ページ

国民健康保険特集…………………………ー……一特集 1~4 ページ



広報，第908号 だ 昭和59年 4月1日ーーー (2)ー

~~~:59年度予算決まる

えつ908号~

収
入
役
に

ぞ般会計はlCD開I
3月1

日から21日まで21日間の会期

で聞かれました。今回の市議

:会では、「昭和59年度上田市-

j般会計予算案」、庁内機構の改

:革を行う

!一部改正案」、福祉会館を設置，

jする「上田市福祉会館条例の j

:制定案」など67議案が審議さ ;

れました。そして、全議案が

。
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3月定例市議会が、

「上田市組織条例の

算

区 分 58年度 59年度 前年対比

千円 千円 弘

一 般 会計 17，549，321 18，759，126 106.9 

土 I也 取 得 280，000 260，000 92.9 

特 塩 回 有 線 42，167 40，426 95.9 

国 民 健 康 保険 3，448，635 3，376，856 97.9 
日IJ

交通災 害共 済 25，953 27，261 105.0 

比人
福祉事業センタ一事業 120，497 125，853 104.4 

業 産 院 226，253 230，041 101. 7 

老 人 保 健 2，914，743 3，318，510 113.9 
企τ玉島、

等同和地区住貸宅新築資付金 423，482 374，396 88.4 

計 公共下水道 1，395，397 1，214，764 87.1 

1仁3入 計 8，877，127 8，968，107 101.0 

予当初昭和59年度収
入
役
の
塩
崎
正
人
き
ん
は
、

昭
和

一

五
十
七
年
七
月
か
ら
御
苦
労
を
い
た
だ
一

き
、
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職
さ
一

給
し
て
い
る
慰
労
金
の
額
の
増
額
を
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

寝
た
き
り
老
人
に
支
給
し
て
い
た
見
舞

王
改な

正例条

制AFh Vm  J 

• 
廃
止

V
上
田
市
組
織
条
例
の
一
部
改
正

多
様
化
す
る
社
会
情
報
の
な
か
で
、

時
代
に
即
応
で
き
る
体
制
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

交
通
関
係
で
は
、
交
通
対
策
局
を
設

置
し
て、

と
か
く
遅
れ
が
ち
な
高
速
交

通
問
題、

こ
れ
に
関
連
し
て

の
交
通
網

整
備
、
交
通
渋
滞
対
策
な
ど
に
対
処
す

る
こ
と
と
し
、
よ
り
積
極
的
な
交
通
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す。

深
刻
化
す
る
青
少
年
の
非
行
な
ど
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
青
少
年

関
係
で
は
、
教
育
委
員
会
に
青
少
年
課

を
設
置
し
て
教
育
面
の
充
実
と
少
年
の

健
全
育
成
、
非
行
防
止
活
動
な
ど
に
総

合
的
な
対
応
の
で
き
る
体
制
と
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
化

社
会
の
進
展
に
伴
い
高
齢
者
婦
人
係
を

社
会
課
に
設
け
、
各
機
関
で
行
っ
て
い

る
老
人
、
婦
人
問
題
な
ど
の
総
合
調
竪

の
窓
口
と
し
て
、
よ
り
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

-v
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び
に
旅

費
及
び
食
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

「
市
議
会
議
員
め
報
酬
の
額
並
ひ
に

市
長
、
助
役
及
ぴ
収
入
役
の
給
料
の
額

の
改
定
に
つ
い
て
」
の
特
別
機
報
酬
等

意
見
書

審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
実
施
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
他
の
特

別
職
の
職
員
に
つ
い
て
も
、
答
申
の
内

容
に
添
っ
て
改
定
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

V
上
田
市
福
祉
会
館
条
例
の
制
定

障
害
者
の
皆
き
ん
の
福
祉
の
増
進
と

自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
、
大
手
二
丁

目
三
番
三
号
に
上
田
市
福
祉
会
館
を
設

置
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

マ
市
民
会
館
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
施

設
使
用
料
の
引
き
上
げ
に
関
す
る
条

例
改
正

施
設
の
使
用
料
は
、
前
回
、
昭
和
五

十
五
年
四
月
に
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、

こ
の
三
、
四
年
間
の
経
済
状
況
の
変
化

は
、
施
設
運
営
に
厳
し
い
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
御
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今
回
、
市
民

会
館
を
は
じ
め
全
施
設
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
施
設
の
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
、

物
価
の
上
昇
と
他
市
町
村
の
類
似
施
設

の
使
用
料
な
ど
を
考
慮
し
て
引
き
上
げ

を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

な
お
、
各
施
設
と
も
そ
れ
ぞ
れ
設
置

さ
れ
た
目
的
が
あ
り
、
利
用
団
体
な
ど

が
そ
の
目
的
に
添
っ
た
も
の
で
あ
る
場

色
は
、
減
免
措
置
を
講
じ
、
優
先
、
専

用
使
用
で
き
る
な
ど
の
相
当
の
配
慮
を

し
、
使
用
料
の
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担

憎
ら
微
力
抑
え
ま
し
た
。

V
上
田
市
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例
の

廃
止

寝
た
き
り
老
人
め
家
庭
介
担
者
に
支

住
民
に
多
大
な
経
済
的
自

Hnを
余
綴
な

く
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
遺

憾
で
あ
る
。



第 908号、

め
額
並
び
に

市
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
料
め
額

の
改
定
に
つ
い
て
」
の
特
別
職
報
酬
等

佐
藤
次
雄
さ
ん

収
入
役
の
塩
崎
正
人
さ
ん
は
、
昭
和
一

五
十
七
年
七
月
か
ら
御
苦
労
を
い
た
だ
日

き
、
三
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
退
職
さ
一

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
任
に
は
、
佐
藤
次
一

雄
き
ん
が
三
月
定
例
市
議
会
の
同
意
を
一

得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

。
。
…

佐
藤
次
雄
さ
ん
(
さ
と
う
つ
ぎ
お
、
一

五
十
七
歳
、
中
央
西
二
|
一
一
一
二
一

四
)

略
歴
:
・
上
田
市
立
上
回
商
工
学
校
卒
一

業
、
上
田
市
議
会
事
務
局
長
、
上
回
一

市
財
政
部
長
、
上
田
市
総
務
部
長
一

給
し
て
い
る
慰
労
金
の
額
の
増
額
を
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

寝
た
き
り
老
人
に
支
給
し
て
い
た
見
舞

金
を
も
家
庭
介
護
者
に
慰
労
金
と
し
て

差
し
上
げ
る
こ
と
に
す
る
た
め
廃
止
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

V
上
田
市
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー
条

例
の
制
定

地
域
農
村
の
振
興
と
水
田
利
用
再
編

対
策
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
上

田
市
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー
を
塩
田

解
放
会
館
に
隣
接
し
て
設
置
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

*
国
鉄
地
方
交
通
線
の
地
場
別
運
賃
制

度
反
対
に
関
す
る
意
見
書

日
本
国
有
鉄
道
は
、
創
業
以
来
全
国

一
律
運
賃
制
を
貫
き
、
公
共
輸
送
機
関

と
し
て
我
が
国
の
産
業
、
経
済
、
教
育
、

文
化
な
ど
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ

の
た
び
国
鉄
は
再
建
の
一
環
と
し
て
、

地
域
別
運
賃
制
に
よ
る
値
上
げ
を
申
請

し
た
が
、
こ
れ
が
実
施
さ
れ
た
場
合
は
、

地
方
交
通
線
を
生
活
路
線
と
し
て
い
る

意
見
書

収
入
役
に

だえつ一(3)一一一昭和59年 4月1日 広報

昭和59年度一般会計当初予算内訳

自動車取得税交付金 1億3，000万円}
繰 入金 1億円 | 
寄附金 2，151万円|
交通安全対策特別交付金 1，600万円/

資
費

会
備

議
予

4f意1，514万円
3億8，338万円
2億7，101万円

(災害復旧費
消防費
労働費

農林水産業費

15億1，862万円

8.1% 

V
上
回
市
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例
の

廃
止

寝
た
き
り
老
人
の
家
庭
介
護
者
に
支

住
居

u

円に
e
タ
中
A
p
h
u
o
U
枇
感
例
的
各
戸
胡
悼
を

b
F描
情

な

く
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
遺

憾
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
こ

れ
ら
の
実
情
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
さ
れ
、

国
鉄
地
方
交
通
線
に
地
域
別
運
賃
制
度

を
取
り
入
れ
な
い
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

*
児
童
扶
養
手
当
法
政
草
に
反
対
す
る

意
見
書

政
府
は
、
一
九
八
四
年
度
予
算
案
に

お
い
て
、
離
婚
し
た
母
子
家
庭
な
ど
に

対
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
抜
本
的
改
革

を
打
ち
出
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
手
当
の
支
給
対
象
、

支
給
期
聞
の
限
定
、
都
道
府
県
に
二
割

の
財
源
負
担
を
転
嫁
す
る
な
ど
国
庫
負

担
を
大
幅
に
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

現
行
手
当
は
、
そ
の
目
的
を
「
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
福
祉

増
進
」
を
う
た
い
、
児
童
福
祉
の
基
本

に
据
、
手
」
り
れ
た
制
度
で
あ
る
。
今
日
の

離
婚
の
増
加
な
ど
に
よ
る
国
負
担
増
を

口
実
に
手
当
の
支
給
を
制
限
し
た
り

地
方
に
負
担
の
転
嫁
を
求
め
た
り
す
る

こ
と
は
、
国
自
身
が
こ
の
制
度
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
児
童
福
祉
の
基
本

に
立
ち
返
り
、
固
め
責
任
に
お
い
て
生

別
母
子
に
対
す
る
社
会
保
障
の
充
実
に

努
め
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

牢
医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
反
対
す
る

意
見
書

厚
生
省
は
、
医
療
保
険
制
度
の
妓
本

的
改
正
の
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
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こ
の
構
想
は
、
国
民
の
生
命
と
健
康

に
か
か
わ
る
医
療
の
分
野
に
お
い
て
、

大
き
な
負
判
を
患
者
に
負
わ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
改
正
の

内
容
は
、

1

被
用
者
保
険
本
人
の
給
付
率
の
引

き
下
げ

2

入
院
給
付
貨
の
一
部
忠
者
負
但

3

高
制
医
療
従
療
養
給
付
の
引
き
上

ギ
'

4

国
保
補
助
金
の
削
減

5

医
療
標
準
の
設
定

な
ど
、
我
が
国
の
医
療
保
険
制
度
を

栂
底
か
ら
突
き
崩
す
も
の
で
あ
り
、
か

か
る
改
正
は
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
。

えつ広報ー第 908号

圃

同

園

ー般会計当初予算の主な内容(歳出)

2，535千円

680千円

6，479千円

20，350千円

44，389千円

36，450千円

34，000千円

事総務費

県総合防災訓練委託料(6月1日実施予定)

雨量計設置費(各支所に設置)

農業委員会委員一般選挙費(7月実施予定)

長野県知事選挙資(10月実施予定)

自治会事務委託料

共同集会施設新設改修事業等補助金

県営水道料金差額補助金

市
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

健
全
で
安
ら
か
な
生
活
が
保
障
さ
れ
る

よ
う
、
改
正
案
を
撤
回
し
、
予
防
、
治

療
、
リ
ハ
ビ
リ
を
一
体
と
し
た
包
括
的

医
療
給
付
を
図
る
よ
う
要
求
す
る
も
の

で
あ
る
。

。

。

こ
の
ほ
か
「
『
官
公
需
に
関
す
る
中
小
企

業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
』

の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
「
地
方
財
政

の
充
寒
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
」
「
保

育
園
の
牛
乳
給
食
普
及
促
進
に
関
す
る

意
見
書
」
「
畜
産
、
酪
農
、
蚕
糸
政
策
及

び
政
策
価
格
要
求
実
現
に
関
す
る
意
見

書
」
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

9，613千円

1，040千円

11，000千円

960千円

392千円

209，785千円

69，314千円

420，000千円

200，000千円

135，916千円

日
年
度

最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
五
千
九
百
六

十
九
万
一
千
円
の
減
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
の
総

額
は
、
二
百
六
億
七
千
五
百
九
十
七
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
的
に
は
、
年
度
末
で
あ
る
た
め

今
後
予
算
の
執
行
を
見
込
ん
で
の
調
整

お
よ
び
補
助
起
債
な
ど
の
精
算
に
よ
る

も
の
で
す
。
補
正
の
主
な
内
容
は
、
総

務
費
で
は
、
上
室
賀
財
産
区
議
会
議
員

70，000千円

27，500千円

1，588千円

本民生費

福祉会館備品等諸経費

視覚障害者用交通信号付加装置設置工事費

寝た きり老人家庭介護者慰労金

老人家庭火災警報器給付事業費

痴実性老人短期保護扶助費

精神薄弱者収容保護措置費

心身障害者医療費給付金

本衛生費

家庭雑排水汚泥処理施設建設工事費

不燃物処理資源化施設建設工事費

上小衛生施設組合負担金

本労働費

勤労者住宅建設資金融資預託金

勤労者退職金共済掛金補助金

勤労者互助会補助金

寧農林水産業費

して

特定地域農業振興総合対策事業補助金 25，680千円

転作促進特別対策事業補助金(神科地区) 58，697千円

水田利用再編機械施設等導入補助金 15，000千円
森林管理適正化対策事業補助金 37，462千円

(林道岩清水線、半過線)

新農業権造改善事業補助金(浦里南部地区) 56，410千円

農村総合整備モデル事業工事費 126，860千円

非補助土地改良事業工事費(長池ほか) 66，400千円
牢商工費

中小企業融資預託金

中小企業融資信用保証料

真田幸村銅像建立費

鎌倉街道歴史遊歩道整備事業費
率土木賞

道路新設改良事業費(小牧川辺町線ほか)

都市計画街路事業費(秋和上堀線)

市営住宅建替工事費
牢消防食

分団消防施設繋備工事費 14，000千円
(第12・18・19分団車庫、詰所)

防火貯水槽新設工事費 13，800千円

上小広域消防特別会計負担金 251，196千円
事教育費

南小学校屋内運動場新築工事費

南小学校プール新設工事費

盟殿小学校校舎増築工事費

中央公民館・文化会館建設工事費

市営陸上競技場改修工事費
事災..復旧費

事過年度災害復旧事業費
公償資

起債元利償還金

置

一
般
選
拳
費
と
し
て
五
十
六
万
八
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
に
対
す
る
財
産
調
整
の
た
め
の

繰
出
金
三
千
四
百
七
十
三
万
六
千
円
、

皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
の
御
寄
付
を
社
会

福
祉
基
金
と
す
る
た
め
の
積
立
金
六
百

二
十
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
病
院
群
輪
番
制
病
院

設
備
費
負
担
金
一
千
七
万
七
千
円
な
ど

を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
果
樹
振
興
事

業
に
対
す
る
補
助
金
百
四
十
四
万
四
千

円
、
広
域
畜
産
環
境
対
策
事
業
補
助
金

六
千
九
百
三
十
五
万
六
千
円
な
ど
を
計

1，193，000千円

68，000千円

14，860千円

4，520千円

787，000千円

103，941千円

390，762千円

上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
県
道
工
事
地
元
負
担

金
と
し
て
六
百
三
十
七
万
五
千
円
、
河

川
改
修
工
事
負
担
金
六
百
八
万
九
千
円

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
上
回
城
南
高
等
学
校

補
助
金
九
百
万
円
の
ほ
か
、
す
で
に
土

地
会
計
で
処
理
済
み
の
中
央
公
民
館
、

文
化
会
館
建
設
に
伴
う
建
物
移
転
補
償

資
と
し
て
一
千
六
百
四
十
万
円
余
を
計

上
し
ま
し
た
。

災
害
関
係
で
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
災

害
復
旧
費
と
し
て
一
千
十
八
万
二
千
円
、

河
川
災
害
復
旧
費
と
し
て
六
千
八
百
六

十
七
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

202，100千円

62，500千円

107，400千円

746，577千円

10，000千円

415，137千円

1，855，124千円
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ー般

事総務費

防火貯

上小広
牢教育費量

南小学

南小学

豊殿ノJ"
中央公

市営陸

事災害復旧』

過年度車会..
起債Ji;，

総合的交通対策として

交通対策局を設置

市
の
組
織
機
構
が
、
四
月
一
日
か
ら

一
部
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
の
行
政
組
織
に
つ
い
て
、

こ
の
ご
ろ
の
厳
し
い
行
財
政
の
効
率
的

運
営
が
強
く
望
ま
れ
、
時
代
に
即
応
で

き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

対
処
し
て
、
市
議
会
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
御
意
見
を

参
考
に
、
組
織
機
構
を
全
体
的
に
見
直

し
を
し
た
結
果
、
改
善
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
主
な
改
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
表
は
、
改
正
関
係

部
課
だ
け
抜
粋
し
て
あ
り
ま
す
。

E彊彊彊

庶

務

係

福

祉

係

医

療

給

付

係

福

祉

課

ネ土

t込
ヱエ

ネ土

課

年

L:>. 
Zエ

青

少

(
青
少
年
対
策
室
)

児

童

保

育

課

庶

務

施

設

係

保

育

園

係

家
庭
児
童
相
談
係

E彊盟E璽

庶

務

係

福

祉

係

家
庭
児
童
相
談
係

福

祉

課

社

課

高

齢

者

婦

人

係

医

療

給

付

係

t込
Z三

施

号凡

員且

保

育

課

保

育

E彊軍司E

青

少

年

課

青

係

点字図書館

勤労青少年ホーム

少年育成セン ター

母子健康セ ンター

相染閣

イ系

27保育園

乳児院

母子寮

児童館

点字図書館

乳児院

母子寮

児童館

福祉会館

母子健康センター

相染問

係係
少

少年育成センター

年

係

農

林

課

EE董置

課

耕

I也

構

造

改

善

課

農

中本

課

27保育園

土

t也

改

良

課

農

村

整

備

課

林娠庶

務務輿

庶

務

耕
地
第
一
係

耕
地
第
二
係

構
造
改
善
係

総
合
整
備
係

林 振庶

務 輿務

管

理

係

技
術
第
一
係

技
術
第
二
係

計
画
調
査
係

総
合
整
備
係

係係係

農村環境改善センター

係係係

転作促進研修センター

係

農村環境改善センター
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管

理

課

庶

務

係

管

理

係

住

宅

係

交
通
企
画
係

交
通
安
全
係

高
速
交
通
係

庶
務
用
地
係

事

業

係

土
木
第
一
係

土
木
第
二
係係係係

あ
な
た
の
健
康
を
守
る

ヲ匂

x. 

通

対

(
高
速
交
通
対
策
室
)

国

道

バ

イ

パ

ス

課

土

木

者B

E十

市

下

水

道

建

築

建

指

築

導

ヲ... 

耳、

通

策

対

国

道

バ

イ

パ

ス

課

管

理

土

木

者E

計

画

市

下

水

道

建11建

指11築

策

課課

画

課課謀

査導築

課課

交
通
対
策
係

高
速
交
通
係

庶
務
用
地
係

事

業

係

課

庶

務

係

管

理

係

住

宅

係

土
木
第
一
係

土
木
第
二
係

工

事

係

調
査
計
画
係

都
市
施
設
係

普

及

係

建

設

係
銃
fm

係
仲

描
守

M
m

本
M
A
M
m

課課

審指建

課

導

謀11課

下水浄化セ ンター

第二次長期基本構想

「市長と語る会」に御参加を

市
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
を
初
年
度

と
し
、
昭
和
七
十
年
度
を
目
標
と
し
た

「
上
田
市
第
二
次
長
期
基
本
構
想
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
上
田
市
の
将

来
を
描
く
第
二
次
基
本
構
想
で
は
、
市

民
各
層
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
構
想
素
案
の
中
へ
皆
さ
ん

の

御
意
見
や
御
要
望
を
積
極
的
に
盛
り
込

ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
市
長
を
囲
み

明
日
の
上
田
市
を
語
り
合
う
「
市
長
と

語
る
会
」
を
、

市
内
各
地
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
四
月
下
旬
に
は
、
下
表
の
と

お
り
三
地
区
で
開
き
ま
す
の
で
、
年
配

の
方
も
、
青
年
や
婦
人
の
方
も
、
大
勢

の
皆
き
ん
お
気
軽
に
御
参
加
〈
だ
き
い
。

「市長と語る会J日程表

月 日 時 間 開 催 場 所 参集地区

4月19日同 午後 7時~ 東塩田 東塩団地区
9時 老人集会所 (富士山地区を除()

4月25日附 /1 塩田解放会館 中塩田地区

4月26日(村 /1 泉回公民館 泉団地区

る
か
な
い
か
で
定
め
ら
れ
る
強
制
適
用

で
し
か
も
、

加
入
や
脱
退
の
手
続
き

1'-、

川西社会福祉センターで聞かれた「市長と語る会」
東富士山、西塩田、別所地区の日程については、今後

の「広報うえだ」でお知らせします。

あなたの考えを市政提言電話へ

合 25-2539C留守番電話)

4月1日から

し尿くみ取り料金改定

市では、「市政提言電話」を設置しています。あなた

の建設的な御意見、御提案をお待ち して います。開設

時聞は、午前 9時から午後 8時までです。

4月1日から、し尿くみ取り料金が18t 108円(改

定前100円)になります。

〈上小徹生施位組合宮⑫2339>

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ



審指 建

係係 係

※富士i

の rJ. 

4J= 

定前l(

め 908り、

査導築

の
方
も
、
青
年
や
婦
人
の
方
も
、
大
勢

の
皆
き
ん
お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
き
い
。

あ
な
た
の
健
康
を
守
る

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

(国
保
)
は
、
皆
さ

ん
か
病
気
や
ケ
カ
を
し
た
と
き
、
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、

ふ
だ
ん
加
入
者

(被
保
険
者
)
が
、
国

民
位
康
保
険
税

(国
保
税
)
と
い
う
形

で
お
金
を
出
し
合
い
、
こ
れ
に
固
か
ら

の
補
助
金
な
ど
を
加
え
て
成
り
立
っ
て

だく特集〉えつ

「国保の保険給付|

一 (1)ー一一一 fI(刊1159年 4H 1 1I一一一一広報

い
る
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
い
た
制

度
で
す
。

困
保
は
、
だ
れ
も
が
平
等
に
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
で

明
る
い
健
全
な
社
会
の
発
展
を
目
指
そ

う
と
い
う
、
国
の
基
本
的
な
医
療
制
度

の

一
つ
で
す
。

国
保
は
強
制
適
用

し
た
が

っ
て
、
病
気
や
ケ
カ
を
し
な

い
か
ら
加
入
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

国
保
に
加
入
す
る
し
な
い
は
自
分
の

意
志
で
な
く
、
他
の
保
険
の
適
用
が
あ

干重 矧 給付率など どんなとき 手続き

療養の
7割l 医療機関で診療を受けた

医療機関の窓口へ保

給付費 険証を縫示する

次のような場合に、 51，000 市役所・各支所窓口

円以上の医療'{fjを支払った へ次の書類を御持参

(ただし、市民税非課税世帯 < 1.こ'さし、

高 古民 51，000円 は39，000円) 。窓口で支払った医

療養貸 (または39，000円) 。暦の上で 1か月の1M] 療費の領収主
を超えた額 ( 1日から月末) (※受領委任払制も

。1つの医療機関 あります)

。入院・通院は別

治療上の補装具矧(コルセ y 市役所・各支所窓口

トなど)をつく った へ次の書類を御持参

ください

①医師の証明書

②領収書
-ーーーー・ ー・ ー-----ーー・ーーー・・ーーー--ーー ーーーーーーーーーーーー，ー------

療養貨
医師の同意のもとにはり・ ①医師の同意古

きゅう ・7 "/サー ジをした ②施やf.r料領収書
(あとてすムい 基準額の 7割 -ーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--ー --・---・ーーーーーーーーーーーーーー
戻しを受ける) 付添看護を医師の指示のも ①付添看護承認申請書

とにつけた ②付添看護証明書

(完全看議病院は除<) ③領収書
-・ー・曲ーーーーー・ー・・ーー--・司・・・・ーーーーーーーーーーーー，ー--・ーーーーー-ー
緊急やむを得ない理由で保 ①理由

険証が使えなかった ②診療報酬明細dなど

③領収書

1分娩
妊娠4か月以上の分娩 出生届

助産費
100，000円

(ただし、他の保険から同様 ( 4か月以上の死産 ・

の給付がある場合を除<) 流産の場合死産届)

育児手当金 6，000円 子供が生まれその子を育てた 出生届

葬 祭 ty 20，000円 加入者が死亡した 死亡届

市役所・各支所の窓口への届け出 ・申請には、必ず保険証と認め印

を御持参ください。

(注)

る
か
な
い

か
で
定
め
ら
れ
る
強
制
適
用

で
、
し
か
も
、

加
入
や
脱
退
の
手
続
き

は
、
該
当
す
る
か
た
(
世
帯
主
)
が
自

分
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ロ

木

ゐ

央

Z
L

，4
ι
n
o
i

--園田ロ

国
保
に
加
入
す
る
と
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証

(保
険
証
)
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
と
い
う
証
明
書
で
、
同
時
に
お
医
者

さ
ん
の
診
療
を
受
け
る
と
き
の
受
診
券

の
役
目
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
学
生

の
皆
き
ん
に
遠
隔
地
用
と
し
て
別
に
交

付
す
る
は
か
は
、

一
世
帯
に
一
枚
し
か

交
付
し
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
二
年
に
一
回
の
保
険
証
の

更
新
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
七
月
一
日

か
ら
新
し
い
保
険
証
に
な
り
ま
す
。

国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付

国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付
に
は
、
上

表
の
と
お
り
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、
医

療
費
の
三
割
を
窓
口
で
支
払
え
ば
、
残

り
七
割
は
国
保
が
支
払
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
で
支
払
っ
た
三
割
の
額
が

五
万
一
千
円

(市
民
税
非
謀
税
世
帯
は

三
万
九
千
円
)
を
超
え
る
分
に
つ
い
て

は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら

の
申
請
に
よ
り
後
で
払
い
戻
し
を
し
ま

す
。

は
り
・き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

こ
の
ほ
か
、
お
医
脅
さ
ん
の

M
E
昨

が
あ
れ
ば
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ノ

サ

ー
ジ
な
ど
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
受
け
ら
れ
な
い
診
療

一

国
保
で
受
け
ら
れ
な
い
診
療
に
は
、

一
、
病
気
で
な
い
も
の

①
美
容
の
た
め
の
鐙
形
②
正
常
な

妊
娠
・
分
娩
③
繭
並
ひ
の
矯
正

④
経
済
的
理
由
に
よ
る
人
工
妊
娠
中

絶
⑤
な
ん
の
症
状
も
な
い
の
に
受

け
る
検
査
や
健
康
診
断
⑥
日
常
生

活
に
さ
し
き
わ
り
な
い
程
度
の
そ
ば

か
す
、
あ
ざ
、
ほ
く
ろ
な
ど
の
治
療

二
、
犯
罪
行
為
や
不
行
跡
で
起
き
た
病

気
や
ケ
ガ

①
病
気
や
ケ
ガ
の
原
因
が
、
ケ

ン
カ

や
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
な
ど
に
よ
る
場
合

②
自
分
で
わ
ざ
と
し
た
行
動
、
あ
る

い
は
犯
罪
行
為
で
病
気
に
な
っ
た
り
、

ケ
ガ
を
し
た
と
き
③
お
医
者
さ
ん

の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
中
の
ケ
ガ
(
労
災
が
適

用
さ
れ
ま
す
)
や
、
継
続
療
養

(以
前

に
勤
め
て
い
た
職
場
の
保
険
が
使
え
る

と
き
)
に
つ
い
て
も
、
国
保
の
給
付
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
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(敬称略)

自 治 会名 自 治 会 長 名 電 言舌 有線電話 世 常数 自 ?E口‘ d三岳三、 'ペ口7 自治会長名 電 話 有線電話 世 帯 数

踏 入 甘利源弥 27-2341 490 西 脇 西沢 喜次 24-3714 2 -8413 142 

東
泉 町 斉藤 Fミ 23-1597 136 新 町 松尾 行男 23-0549 130 
上常国 関 延雄 22-5752 440 

西
諏訪部 保科 起夫 24-4582 163 

中常 国 小林ニ 夫 22-1865 360 生 塚 宮 川 一 雄 22-2326 198 
下常国 高木信男 24-4323 140 常磐町 市川 育甫 23-2696 275 
北常国 伊藤売一 22-2395 385 緑が丘 深井 文夫 22-4864 200 

音E
材木 町 島 田林助 22-0261 550 新 屋 小市 武 春 22-9613 494 
常 入 関口誠一 24-5274 105 音R

緑が丘北 西村 冗ー 24-4325 421 
南 天 神町 桜井 正 22-8836 335 緑が丘西 塚本 章 22-2083 295 
泉 平 後藤利寿 22-3096 120 城 ヰヒ 小村正 誠 22-6100 340 

南 北 天 神町 種村春一 22-5420 420 牧 清水 輝夫 24-5291 3 -5427 152 
松尾町 中沢 勝 22-0787 122 諏訪形 久保田良平 22-7805 3 -4676 480 
鷹匠町 白井季次 22-8393 150 城 5頁 )11 手塚 公太 24-8574 3 -4936 33 

部 本 町 宮原俊夫 23-2765 170 中 村 近藤信重 24-4684 357 
末広町 大森袈裟董 22-4730 88 朝日ケ丘 富島豊 司 27-8505 213 
大手 町 水出善助 22-5665 310 コ好町 星 野 袈裟男 22-1820 200 
横 町 丸山源兵衛 22-0443 186 御 所 横関 不折 24-4449 3 -4437 680 
海野町 石井幹雄 22-1305 220 

下
中之条 高橋 定義 22-5755 3 -4193 400 

中 原 町 畠中豊蔵 22-0529 180 千曲町 丸山 力 24-5462 3 -5618 470 
袋 町 神林誠一 22-0195 95 

塩
秋 手口 中 島 大六 22-3263 2 -8616 595 

馬場 町 績谷重時 22-1373 180 上塩尻 高遠和秋 22-5238 2 -9084 460 
回 町 神尾精 一 22-7757 50 

尻
下塩尻 母袋範雄 22-1965 2 -9694 335 

央 丸堀 町 恒川一治 24-6633 185 上田原 中村 覚 22-4845 3 -2343 195 
木 町 春原久雄 22-6325 175 川辺町 成沢 庄 一 22-6661 3 -3261 1，200 
北大手 穂谷 潔 22-3028 176 )11 

メ居色、 升 篠原五郎 24-5147 450 
上川原柳町 3火野正人 22-1016 2 -7441 549 神 畑 松沢三喜雄 24-3032 3 -2931 375 
下川原柳町 大久保佐太郎 22-0194 2 -7571 120 辺 下之条 須賀敏雄 25-0497 3 -2184 295 

ヰヒ 愛宕 町 吉 岡儀兵衛 23-1405 230 泉 築 I也 栗林福一郎 27-4883 3 -2482 150 
上 鍛冶町 高桑延雄 22-0607 70 東築地 小山 平日 24-9370 125 
鍛冶町 小宮山宗一郎 22-0950 213 田

半 過 藤村 茂 22-6546 3 -1318 128 
上 房 山 矢ケ崎芳男 22-3460 100 福 回 百瀬 茂 24-1431 245 
下 房 山 滋野 礼 一 22-3374 146 tEt 3 田 新井 正 治 27-6091 3 -1205 240 

音E 相P 町 宮尾利雄 23-1658 63 大 屋 中村 漸 35-0045 2 -1162 596 
新 田 橋詰一男 22-8598 1，355 神

王山ヨ 下 長谷川 イ白 36-2577 2 -1576 205 
上 紺屋町 滝沢藤一 22-8983 180 下青木 押金 義 房 36-2997 2 -1772 125 
下 紺屋町 島 川千 尋 22-1432 360 )11 みすず台南 藤森 芳 房 35-0622 243 
鎌 原 回 中直一 22-4930 170 みすず台北 西 清司 36-2035 365 
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(敬称略)

自 治会 名 自 治会長 名 電 話 有線電話 世帯数 自 治会名 自 治会長名 電 話 有線電話 世 帯 数

上 青木 尾 崎虎雄 35-1951 2 -2021 125 
士富

下 キul 高野甚 市 38-2759 土星回5885 123 
梅が丘 小林 修一 35-2869 260 中 ;j<Ji 差是 村 治夫 38-2268 土箆回5553 166 
久 保林 西 沢 滝ニ郎 35-0615 2 -2124 195 山 奈良尾 小西 英俊 38-3371 士墨田5426 115 

神
黒 坪 尾 沢辰 巳 27-7046 2 -2287 95 平井 寺 キ本 義照 38-4371 塩 田4323 60 
上 沢 竹内 弘 徳 27-1020 2 -2375 280 東 鈴 子 小林 守雄 38-2721 土星回4524 112 
国 分 太 田直司 24-5006 2 -2473 212 

塩
石 神 早 川 進太郎 38-4089 土星田4763 143 

)11 
下 堀 山辺 清 瀬 23-2053 2 -2659 291 何H 沢 桜 井 貞義 38-4090 塩 田4839 97 
上 堀 池田 公 保 23-0812 2 -2787 235 田 下之郷 曲 尾 イ百 人 38-3291 土~田 5156 305 
畑 山 塩崎利正 27-2603 2 4935 46 キ益三 回 中利 重 38-6491 78 
伊勢山 塚原源一郎 24-7917 2 -5024 420 下 本郷 森 要次 38-6796 士昆回2272 110 
富士見 台 北 沢 忠雄 27-5425 170 東 五加 岩 倉 伴 昌 38-5348 53 
神科新屋 中沢忠男 24-1054 2 -5327 132 

中
五 力日 水野 幸 男 38-2637 塩 田2563 575 

神 野 竹 松林袈裟f日 27-4028 2 -5513 150 上 本郷 小 林 勇 一 38-3373 j:li回3083 178 
西野竹 梅木 実 24-7370 150 中 聖l' 中村 了 38-6012 士墨田3263 198 
笹 井 小市太仲 27-2780 2 -5710 125 

塩;
上小 島 和田 康 雄 38-3559 塩 田3414 66 

)11 原 成 j畢直義 24-6110 88 下小 島 和田冗 栄 38-4493 :l:li回3594 95 
石 F守 松下 実 24-6532 2 -5871 175 イ呆 野 柳 沢 勇 38-4892 :l:j[田3694 270 
染 屋 望月 甲子次 24-7887 2 -5990 380 学海 南 小 鮒 啓助 38-5714 136 
蛇 沢 ノj、 キ本 甫 23-3147 2 -6219 173 

回
舞 回 橋本正 次 38-3238 塩J回3974 115 

手斗 金 井 徳田 ~ 24-0887 2 -6347 290 八木沢 富島正 文 38-6061 土盆回4187 162 
山 口 山 崎 豪 f憂 22-3627 2 -6553 228 学海 北 徳永正明 38-7219 199 
大久保 大 矢 康雄 24-7906 2 -6764 161 十 人 水野 兼義 38-3086 76 
長 島 細谷広務 23-2501 2 -7029 515 

西
塩田新 町 中沢 幸 雄 38-4143 塩田6835 126 

金剛 寺 ニ井嘉定 23-0671 2 -7216 130 東 円IJ 山 池 田 誠 38-4600 塩田6077 146 
森 尾沼 {呆 24-6152 2 -3013 48 塩 西 削 山 滝津国 夫 38-6141 塩田6282 109 

大 日 木 満木重雄 24-1269 2 -3168 59 
田

手 塚 曲 尾 月券 38-3044 塩;回6493 218 
長 入 中村輝明 23-0434 2 -3258 26 山 回 竹内 安雄 38-2035 土星田6933 81 
宮之上 砥石慎 一 27-2662 2 -3340 29 釘' J居O、 斉藤 信 美 38-6595 塩田7024 57 

豊 小井田 小林智 幸 35-2623 2 -3411 47 分 去 植木 宗 治 38-3262 塩田7610 215 
中吉田 小林茂夫 36-3494 2 -3596 99 男Ij 大 ;易 久保 増雄 38-2127 塩田7493 103 
町吉田 柳沢義 治 35-1049 2 -3707 85 戸斤 院 内 増 i畢 栄 38-2634 土星回7363 164 
ひか 代 表 者 土 屋 孝 吾 35-1226 88 上 手 北 沢 竹人 38-7555 駆回7129 57 
桜 eι:i 坂口 智男 36-2779 215 仁古田 生島 千 二 31-2481 川西2432 205 
下吉田 清水一 夫 35-1167 2 -3801 36 岡 水 沢 幸 雄 31-3325 川西2333 270 
林之郷 荒井甲子次 25-1545 2 -3913 94 )11 j甫 前' 若 林 繁太郎 31-3256 川西3001 228 

殿 下 ~~ 上原 誠i 22-4009 2 -4527 135 越 戸 鈴木 祖 生 31-3250 川西2717 110 
岩 清 水 渡辺ニ雄 22-7722 2 -4850 78 藤之木 清水 朝比古 31-3235 87 
矢 t尺 草露隆夫 27-1150 2 -429-3 130 泉 赤羽 幸 雄 27-8923 3 1605 440 
赤 坂 佐 藤 定 男 27-6556 2 -4198 101 西 下 室 r~ 春原 勝衛 31 -3041 111西3160

ヲfゴi草色 p 初If i尺 4言 24-6912 2 -4687 37 上室-'"~ 西 i事正吾 31-3759 11' e33616 
ひ tまり ケ 豆ニ 山本四 男 31- 3372 I 
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国
保
税
の
計
算

国
保
税
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
伐
の
一

部
に
充
て
る
た
め
、
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

市
民
税
な
ど
と
違

っ
て
、
医
療
貨
の

支
払
い
と
い
う
特
定
の
目
的
に
し
か
使

だく特集〉えつ

出

一 (3)一一一 Ilf州J59年 4)j 1日一一一一広報

算の税保国

わ
な
い
初
出
金
{
目
的
税
)
て
す
か
ら
、

所
得
の
あ
る
人
か
ら
納
め
て

い
た
だ
け

ば
よ
い
、
と
い
つ
も
の
て
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
保
険
制
度
と
い
う
相
互
扶
助

に
基
づ
く
制
度
で
す
か
ら
、
皆
き
ん
の

所
得
や
加
入
者
数
な
ど
を
勘
案
し
て
、

全
体
の
医
療
費
に
見
合
う
税
率
を
定
め

て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、

「
お
医
者
さ
ん
に
今
か
か

①59年度で法律などの改正があれば、基礎控除額、限度額は変更になる見込です。

②上記の表の(注)は、「税額の計算」の項を参照してください。

③納税義務者は、世帯主が国保に加入していても、いなくても世帯主です。

っ
て
い
な
い
か
ら
払
わ
な
く
て
も
い
い
」

と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
老

年
者
や
障
害
者
な
ど
の
皆
さ
ん
て
あ

っ

て
も
、
だ
れ
も
が
公
平
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

税

額

の

計

算

国
保
税
の
計
算
は
、
左
上
の
表
に
よ

っ
て
計
算
し
た
舗
で
す
が
、
国
保
税
で

い
う
所
得
と
は
、
次
の
⑪
に
あ
る
よ
う

に
所
得
税
や
市
民
税
と
異
な
る
点
が
あ

り
ま
す
。

。

①
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
特

別
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
②
専
従
者

給
与
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
所
得

へ

戻
し
て
計
算
す
る
③
み
な
し
法
人
課

税
の
場
合
、
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と

し
て
計
算
す
る
④
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
が
な
い
な
ど

国
保
税
の
減
額
制
度

所
得
申
告
の
済
ん
で
い
る
世
帯
で
、

一
定
め
所
得
額
以
下
の
場
合
は
、
減
額

制
度
が
適
用
さ
れ
、
次
で
計
算
し
た
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

(
所
得
基
準
額
は

五
十
八
年
度
の
傾
で
す
)

(
右
下
の
表
を
御
覧
く
だ
さ
い

)ー=ここコ

税鋲の名称 税率 n 方 法

加入者各個人の前年中の総所得金額(注)から、各個人ごとに基

①所得制額 107 0 礎控除額(22万円、給与所得者は24万円)を差しヲ|いた制に、左

の税率を乗じ、加入者全員の合計をした傾

②資産割額 1305 0 
加入者全員のその年の土地・家屋に係る固定資産税額に、左の

税率を乗じた額

③均等割額
1人

加入者数に5，000円を乗じた額
5，000円

④平等割額
1世帯

1世帯当り 5，500円5，500円

レ/①+②+③+④の額
---ー・ー・ー・p・.---ー，骨--ー・・ーー・・・ 4・・・・ーー・・ーーー-ーーーーーー値ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー，ーーーーーーーー

年税額 。減額制度が適用になる世帯は、軽減額を差しヲ|いた額

。上の合計額が28万円を超える場合は28万円

(( 

国保税の減額制度

軽減の種類 軽減の条件(58年度) 軽減 額④

均等割(1人当 り)

6割軽減
世帯干の所得合計額が24万円以 2，700円

下の場合 平等割(1世帯当り )

3，000円

世帯の合計所得額が世帯主均等割(1人当 り)

4害IJ軽減
1，800円

を除〈国保加入者数に18万 5 平等割(1世帯当1))

千円を乗じた額以下の場合 2，00旦

年
度
途
中
の
加
入
・
脱
退

年
度
の
中
途
で
国
保
の
加
入
や
脱
退

が
あ

っ
た
場
合
は、

実
際
に
加
入
し
て

い
た
人
数
や
世
帯
の
月
数
に
応
じ
て
年

税
額
を
計
算
し
ま
す
。

こ
の
計
算
の
期
間
は

O
実
際
に
加
入
(届
け
出
日
て
は
な
く
)

し
た
月
か
ら
は
じ
ま
り

O
実
際
に
脱
退
(
届
け
出
日
で
は
な
く
)

し
た
日
の
前
の
月
ま
で
て
す

例
え
ば
、
五
月
三
十
日
に
国
保
に
加

入
し
て
も
五
月
分
か
ら
溜
年
三
月
ま
て

の
十
一
か
月
分
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

59年度から変わりますE函留軍国
ム
寸
さ
もJ
J
1
、
同
四
国閣内
制
悦

叶
uw
.

同
開
口
円

(
第
-
矧
)
か
ら
六
月

{第

三
期
)
ま
て
が
断ロ
定、

九
月

(
第
四
期
)
か
ら
三
月

(第

十
期
)
ま
で
が
粘
算
課
税
と

い
う
よ
う
に
、
十
回
の
納
期

で
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

3

新
年
度
は
七
月
か
ら

そ
れ
を
、
今
年
度
か
ら
は
、

精
算
課
税
だ
け
と
す
る
こ
と

に
し
、
七
月
か
ら
三
月
ま
で

の
九
回
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
方
法
で
す
と
、

四
月
か
ら
六
月
分
は
、
前
年

度
の
税
額
を
基
に
し
て
い
た

た
め
、
前
年
分
の
所
得
か
急

に
少
な
く
な

っ
た
よ
う
な
場

合
、
九
月
に
精
算
し
て
お
返

し
し
て
い
ま
し
た
。
今
固
め

改
正
に
よ
り
、
「
前
取
り
」
す

る
よ
う
な
形
に
な

っ
て
い
た

も
の
が
改
め
ら
れ
ま
す

期

期

期

期

期

期

期

期

期

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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医療費と国保税
国保税は国保をささえる

重要な財源の

一つなのです。

最近5年間で1.4倍の伸び

国保$業は、独立した予算(特別会計)で運営されています。

上田市の昭和57年度におけ る国保の財政状況は、次のように

なっています。

o依保険者 1人平均医療貨

年 119，751円

o被保険者 1人平均診療回数

年 6.7回

o医療費総額に占める皆さんの負担

約44 ~o (約18億 9，500万円)

国 1制見は 、 基本的にはその年度の医療~'i

に応し て決めら れます。

医療'{1J.ヵ、A、えれば、国保税も高くなってしまいます。

医療行節約を こころがけましょう 。

{? 司t-三J 
j.:( f;{ f;{ f;{ -tt 町A

j.:( 1な正しい保険診療の受け方f;{ 1止-{:{ -{:{ '/'.7 

'" -tt 

お医者さんを信

刺しましょう 。

病 院 め ぐ り は や

めましょう 。

5242阻
- ，亡、、明に、

q;、

8 家庭医をもちま

しょう 。

u .-
H 

4 3 

7 

異常の具合を要

領よく説明しまし

つn 、、 ρ

a・4・・・・・圃，，&1
~.，~-，・ パ

( ) fCi"" r~ 
l lラ/ す

下着は清潔に 。

脱ぎやすいものを

着ていきましょう 。

』歪J官、

/¥;/)) 

2 保険証は必ず持

参しま しょう 。

-
F仏cJJ

H、立L.，
~@保t)

11:診や夜間、休

日の 診療はひかえ

まし ょう。

l 象~ .<:r

号カ

がか
適ど
用 7
きか
れは
f、「

長 f
ど li
7 、;

27 
よォ
りフ
ま」

え

57年度医療費は43億円に

広 報 う戸都908サ
3側 号~

健康をたいせつに・

国保税の

御協力を

完納に

国
保
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
た
め

の
重
要
な
財
源
で
す
。
も
し
完
納
し
な

い
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
分
、
他
の
人
に

負
担
が
し
わ
寄
せ
さ
れ
た
り
、
国
保
税

の
引
き
上
げ
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

納
め
ら
れ
た
国
保
税
は
、
す
べ
て
聞

の
補
助
金
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
医
療
費

を
は
じ
め
、
助
産
費
、
葬
祭
貨
な
ど
の

給
付
の
代
用
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
定
し
た
国
保
税
が
入
っ
て
こ
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
支
払
い
に
支
障

が
で
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
こ
の
よ
う

な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
国
保
税
の

完
納
に
は
、
ぜ
ひ
御
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

費
用
の
節
約
と
国
保
税
の
完
納
こ
そ

が
、
国
保
運
営
の
要
を
な
す
も
の
な
の

で
す
。

お
問

い
合
わ
せ
は
・

・
・

国
保
年
金
課
国
保
係

官
⑫
4
1
0
0

内
線
2
8
1
・
2
8
2

有
線
②
0
7
1
1

温
か
く
な
っ
て
く
る
と
、
子
供
や
お

年
寄
り
が
街
頭
に
出
る
機
会
が
多
く
な
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57主

同{采'f.¥-業

上回市の

なってい

o 彼保険

年

。被保

年

o医傍

ダJ

有
線
②
0
7
1
1

W， 9()8 号ー

EE園。f三えつ一 (9)一一一昭和59年 4月1日 広報

A 

代
金
は
全
額
支
払
わ
ず

解
約
の
権
利
を
残
し
て

め
、
商
品
を
買
わ
せ
る
や
り
方
を
新

製
品
普
及
の
ロ
ー
マ
字
の
頭
文
字
を

と
っ
て
「

S
F
商
法
」
、
ま
た
群
集
心

理
を
利
用
し
理
性
的
判
断
力
を
失
っ

た
状
態
に
し
て
し
ま
う
た
め
「
催
眠

商
法
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
安
価
な
日
用
品
や
食
料

品
な
ど
を
無
料
で
配
る
と
か
格
安
な

値
段
で
販
売
す
る
な
ど
、
閉
め
切
っ

た
場
内
で
買
わ
な
け
れ
ば
損
を
す
る

よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
て
、
ま

る
で
催
眠
術
に
で
も
か
け
る
よ
う
に

消
費
者
を
話
に
引
き
込
み
ま
す
。
そ

し
て
最
後
に
は
、
た
い
へ
ん
高
価
な

も
の
を
購
入
さ
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
説
明
会
に
参
加
し
た
人
は
、

会
場
の
雰
囲
気
で
判
断
力
が
失
わ
れ

る
た
め
、
高
価
な
商
品
で
あ
る
こ
と

や
、
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
を
考
え

ず
に
、
つ
い
契
約
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、

解
約
で
き
る

か
ど
う
か
は
「
ク
|
リ
ン
グ

・
オ
フ」

が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
ま

す。
き
て
、
御
相
談
で
す
が
、
購
入
契

約
が
次
の
よ
う
な
状
況
で
な
さ
れ
た

場
合
を
除
き
、
訪
問
販
売
と
み
な
さ

れ
て
「
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
が
適

用
さ
れ
、
無
条
件
で
契
約
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
二
、
三
日
以
上
の
期
間
に
わ
た

っ
て
②
商
品
が
陳
列
さ
れ
、
消
費
者

が
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

て
③
会
場
が
、
展
示
場
な
ど
庖
舗
と

み
な
さ
れ
る
場
所
で
行
わ
れ
た
場
合
。

た
だ
し
、
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適

用
さ
れ
る
に
は
、
①
契
約
日
か
ら
四

日
以
内
で
あ
る
こ
と
②
代
金
を
全
額

支
払
っ
て
い
な
い
こ
と
ー
ー

が
必
要

で
す
。言

葉
巧
み
に
誘
わ
れ
る
と
、
つ
い

買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
心

境
に
陥
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
し

か
し
、
ほ
ん
と
う
に
必
玄
な
も
の
か
、

品
質
は
大
丈
夫
か
、
支
払
い
が
可
能

か
を
買
う
前
に
も
う
一
度
考
え
て
み

宇
?
し
ょ
、
っ
。

万
が
一
、
契
約
す
る
こ
と
に
な

っ

て
も
、
代
金
は
全
額
支
払
わ
ず
、
解

約
の
権
利
を
残
し
て
お
く
こ
と
。
販

売
業
者
の
所
在
や
契
約
内
容
(
特
に

消
費
者
に
不
利
な
条
項
が
な
い
か
)

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
読
ん
で
、
納
得
し
て

か
ら
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
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春の全国交通安全運動

健
康
食
品
の
説
明
会
が
あ

り
、
無
料
で
家
庭
用
品
が

も
ら
え
る
と
い
う
の
で
行

っ
て
み
る
と
、
三
十
人
ぐ
ら
い
の
人

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
「
今

日
は
販
売
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
い
な
が
ら
健
康
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
日
用

品
な
ど
を
た
だ
で
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
健
康
食
品
が
市
価
の
三
割
引

と
い
っ
て
販
売
さ
れ
、
最
後
に
「
本

日
最
高
の
お
買
得
品
。
ま
だ
市
販
さ

れ
て
い
な
い
が
、
売
り
出
さ
れ
れ
ば

こ
の
倍
の
値
段
は
す
る
」
と
、
羊
毛

布
団
が
特
別
に
一
組
十
五
万
円
で
売

ら
れ
ま
し
た
。
話
が
巧
み
で
、
わ
ず

か
五
組
し
か
な
い
と
い
う
言
葉
に
つ

ら
れ
て
つ
い
購
入
の
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
:
:
。

こ
の
相
談
の
よ
う
に
、
新

製
品
の
普
及
と
か
、
説
明

会
と
い
う
名
目
で
人
を
集

4月6日-4月15日

温
か
く
な
っ
て
く
る
と
、
子
供
や
お

年
寄
り
が
街
頭
に
出
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
特
に
、
子
供
た
ち
は
通
園
、

通
学
時
に
思
わ
ぬ
行
動
を
と
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
運
転
者
は
気
配
り
と
交
通

ル
l
ル
の
実
践
に
よ
り
、

交
通
事
故
の

な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う。

運

動

σ〉
重

点

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
運
動
の
重

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

2
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

3

シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

4

安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
、
無
謀

運
転
の
追
放

運
転
は

気
く
ば
り

目
〈
ば
り

思
い
や
り



だ i昭和59年 4}J1E:1-ー一国側一

お知らせ小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め

えつ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

広報

を
投
与

保
健
予
防
際
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

ー第 908号

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
予
防

の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆

さ
ん
は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

肢
当
者
・
・
・

①
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
周
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

チ
供
さ
ん

②
今
ま
で
に
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
子
供

き
ん
(
た
だ
し
、
四
歳
未
満
に
限
り

)08号 ~

資
源
j古
周
広
場
J、

ま
す

辺
し
の
だ
員
し
い

同
ま
ど
れ
導
か
て

3
れ
作
ゆ
か
指
勤
し

、
わ
婦
関
育
を
流

ガ
行
主
、
体
体
を

4

ぷ
臥
初
日
忠
告
…

の
育
に
加
者
探
ン

、
ノ
体
地
参
加
体

ヨ

三
民
各
ガ
参
や
シ

シ
市
内
組
の
ス
一

ト
、
市
却
以
ン
工

ね
ら
、
約
淵
ダ
リ

引
か
は
プ
靴
、
ク

ノ
世
間
会
一
ー
で
レ

乱

7
の
ル
す
ド
の

部
後
こ
ヲ
で
一
ら
た
一

「
午
。
動
の
リ
ガ
し
…

日
た
運
も
の
な
ま
…

投
与
方
法
・
・
・
六
週
間
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
、

0
・
0
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ず
つ

二
回
経
口
投
与
し
ま
す
。

受
付
時
間
:
・
各
会
場
と
も
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
二
時
三
十
分

持
ち
物
:
・
問
診
票
(
記
入
し
て
)
、
母
子

健
康
手
帳

そ
の
他
・・・

①
問
診
票
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
に
織
り
込

ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
問
診
票
の
な
い
場
合
は
、
接
種
当
日

会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
御

使
用
く
だ
さ
い
。

③
こ
の
予
防
接
種
と
、
三
種
混
合
・
麻

し
ん
予
防
接
種
の
時
期
が
同
じ
な
の

で
、
接
種
に
あ
た
っ
て
は
間
隔
に
御

注
意
く
だ
さ
い
。

④
今
年
度
か
ら
個
人
通
知
が
行
き
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
広
報
を
よ
く
御
覧
に

な
っ
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

，--
接種目

会 場 名 ←----，-一一 対 象 I也 区
l回 2回

トー

東部地区(踏入・泉町・上常国・中常国・下常回・

北常田・材木町・常入)

上田市保健センター 415 西部地区 (下紺屋町・鎌原・西脇・新町・諏訪部・
(市役所南庁舎2階) 月 月 生塚・城北・常磐町・緑が丘北・緑が丘

10 25 
西・緑が丘・新屋)

日日

()<) 幽 海尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)

三好 町 会館
城下地区(小牧・諏訪形・須川・中村・朝日ケ丘・

三好町・御所・中之条・千曲町)

南部地区(南天神町・北天神町・泉平・松尾町・鷹

匠町・本町・末広町・大手町)

中央地区 (横町・海野町・原町・袋町・ 馬場町・回
上田市保健センター 415 

町・丸堀町・木町・北大手)(市役所南庁舎2階) 月 月
11 29 

北部地区(上川原柳町・下川原柳町・愛宕町・上鍛日 日

。ゅ (火) j台町・鍛冶町・上房山・下房山・柳町・

新田・上紺屋町)

上野 が丘 公民館
神科地区

豊殿地区

415 川辺地区 (上田原・川辺町・ 倉升・ 神畑・下之条・

川辺町会館 月 月 築地・東築地)

12 30 
泉田地区(半過・福田・吉田)日 日

川西社会福祉センター 同 。ぬ 川西地区

神川地 区公民館

也角由
併3月日5 1 4 

神川地区

塩田母子健康センター 塩回全地区

昭和59年度(春期)急性灰白髄炎予防接種目程表
マ
七
月
か
ら
八
月
:
・
午
前
十
一
時
か
ら

午
後
五
時

く
だ
さ
い
。

聴
講
料
・
・
・
無
料

前
就
業
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

長
野
県
老
人
大
学

上
小
学
部
の

学
生
を
募
集

社
会
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

※1回目と 2回固め接種間隔は 6週間以上あけてくだきい。

健
康
で
学
習
意
欲
お
う
盛
な
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
今
年
も
長
野
県

老
人
大
学
上
小
学
部
で
は
、
次
の
と
お

り
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格
・
・
・
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の

人
で
、
心
身
と
も
に
健
康
で
学
習
意

欲
が
あ
り
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
積

極
的
な
人

定
員
・
:
百
十
名
(
う
ち
、
上
田
市
で

の
募
集
定
員
は
四
十
九
名
で
す
)

教
室
:
・
上
回
合
同
庁
舎

学
習
期
間
・
・
・
五
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

の
う
ち
の
二
十
日
間

学
習
時
間
・
・
・
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
一
日
約
四
時
間

学
習
内
容
:
・
一
般
教
養
、
創
作
実
技
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

申
込
期
間
:
・四
月
二
日
聞
か
ら
四
月
二

十
一
日
幽
ま
で
に
、
願
書
を
市
役
所

社
会
課
へ
御
提
出
く
だ
さ
い
。
願
書

は
、
社
会
課
の
ほ
か
市
役
所
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。

※
な
お
、
上
岡
市
高
齢
者
学
園
の
学
生

募
集
要
項
に
つ
い
て
は
、
次
回
号
の
「
広

報
う
、
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ハ
塾
E
M
m
お
よ
び
競
技
者
V

O

一
チ

l
ム
登
録
者
は
監
督
を
含



第 908号、

資
源
活
用
広
場
ヘ

御
参
加
を

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
7
6
1

毎
年
好
評
の
「
資
源
活
用
広
場
」
を
、

今
年
は
五
月
十
=
百
聞
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
広
場
で
は
、
皆
さ
ん
の
御
家
庭
の

不
用
品
を
セ
リ
販
売
し
た
り
、
底
舗
や

事
業
所
の
処
分
口
聞
な
ど
を
格
安
で
販
売

し
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
(
不
用
品
コ
ー
ナ
ー
、

処
分
品
コ
ー
ナ
ー
)
へ
参
加
し
、
販
売

を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
(
事
業
所
、
団

体
、
個
人
な
ど
)
は
、
四
月
十
四
日
出

ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
生
活
環
境
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

だえ一ω一一一ー昭和59年 4月1日 広報う

海
野
町
日
曜
広
場
が

開
設
さ
れ
ま
す

今
年
も
海
野
町
通
り
で
、
歩
行
者
天

国
H

海
野
町
日
曜
広
場
。
が
、
四
月
一

日
か
ら
十
月
二
十
八
日
ま
で
の
毎
日
曜

日
開
設
さ
れ
ま
す
。
開
設
時
間
帯
は
次

の
と
お
り
で
す
。

マ
四
月
か
ら
六
月
、
九
月
か
ら
十
月
:
・

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時

マ
七
月
か
ら
八
月
・
:
午
前
十
一
時
か
ら

午
後
五
時

な
お
、
川
中
島
自
動
車
の
海
野
町
停

留
所
を
御
利
用
の
皆
さ
ん
は
、
日
曜
広

場
開
設
時
間
中
の
み
、
恐
れ
入
り
ま
す

が
鷹
匠
町
停
留
所
ま
た
は
大
門
町
停
留

所
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

ー
一
日
生
活
教
室

l

「
電
気
に
強
く
な
ろ
う
」

の
御
聴
識
を

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑮
1
2
6
0
内
線
7
0
5

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
日
生
活
教
室
と
し
て
毎
月
講
演

会
を
聞
い
て
い
ま
す
。
今
月
は
次
の
と

お
り
で
す
。
御
聴
講
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
四
月
二
十
四
日

ω午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

室
テ
l
マ
・
:
「
電
気
に
強
く
な
ろ
う
」

l

安
全
と
省
エ
ネ
を
目
指
し
て

1

講
師
・
:
中
部
電
力
上
国
営
業
所
サ

l

ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
副
長
寺
嶋

邦
夫
さ
ん

対
象
者
・
:
一
般
消
費
者

聴
講
申
込
方
法
・
・
・
四
月
十
三
日
幽
ま
で

に
生
活
環
境
課
生
活
係
(
宮
⑫
4
1

0
0
内
線
3
0
1
)
へ
お
申
し
込
み

ノ
、
行
九
契
C

い
。

聴
講
料
・・
・
無
料

お
周
年
を
迎
え
た

家
庭
裁
判
所

長
野
家
庭
裁
判
所
上
田
支
部

告
⑫
0
0
0
3

家
庭
裁
判
所
は
、
今
年
で
創
設
三
十

五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
制

度
や
機
構
も
整
備
さ
れ
、
多
数
の
家
事

事
件
と
少
年
事
件
の
処
理
を
通
じ
て
国

民
生
活
に
密
着
し
た
裁
判
所
と
し
て
期

待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
内
の
紛
争
や
少
年
の

非
行
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
複
雑

多
様
化
し
、
困
難
の
度
を
加
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
適
切
に
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
、
さ
ら
に
改
善
と
工
夫
を
重
ね

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
き

ん
の
い
っ
そ
う
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

定
年
退
職
前
就
業
促
進
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
を
募
集

上
田
技
術
専
門
校
上
回
成
人

訓
練
セ
ン
タ
ー
宮
⑮
3
1
1
8

長
野
県
上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
次

の
と
お
り
昭
和
五
十
九
年
度
定
年
退
職

前
就
業
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
品
十
ヲ
。

資
格
:
・
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の
受

験
資
格
者

と
き
・
:
五
月
七
日
か
ら
十
月
一
日
ま

で
の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
午
後
六
時

か
ら
九
時

と
こ
ろ
・
:
長
野
県
上
回
成
人
訓
練
セ
ン

タ
l
(
常
磐
城
二
|
五
一
)

科
目
・
:
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
科

(
受
験
コ
ー
ス
)

定
員
・
:
二
十
名

費
用
:
・
受
講
料
無
料

(教
材
代
な
ど

の
一
部
は
各
人
負
担
)

申
込
先
・
・・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん

は
、
四
月
二
十
日
幽
ま
で
に
上
回
成

人
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
同
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
杯
三
世
代
交
流

全
国
ゲ

l
ト
ポ

l
ル
大
会

上
田
地
区
大
会
の

参
加
者
を
募
集

長
野
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
事
務
局

上
田
青
年
会
議
所
宮
⑫
5
0
7
4

〈
参
加
資
絡
V

O
男
性
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
現

在
で
六
十
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

O
女
性
は
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん

報募
つ集
え要

F F 
でつ
おい
知て
らは

t次 d

ま図 l

す号!
。σ3 ‘

「
広 d

〈
塾
亙
姐
蝉

tMV
酔
4
F

，n
u輔
m
F
悼
H
F

者
官
JV

O

一
チ
ー
ム
登
録
者
は
監
督
を
含
め
十

名
ま
で

O
登
録
者
に
は
女
性
二
名
以
上
と
子
供

(
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
現
在
、

中
学
三
年
以
下
)
二
名
以
上
を
入
れ

る
こ
と

〈
応
募
方
法
v

長
野
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
事
務
局
上
回

青
年

会

議

所

〒

3
8
6

市
内
大
手

一ー
l
八
l
一
一
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〈
申
込
期
限
〉

四
月
十
四
日
出
、
申
し
込
み
先
着
十

六
チ
ー
ム
ま
で
と
し
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
I
バ
ザ
ー
を

開
催
し
ま
す

上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

竹
内
重
一
さ
ん
宮
⑫
9
5
8
5

上
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
結
成

二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

売
上
金
を
社
会
福
祉
な
ど
に
寄
付
を
す

る
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
ー
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
四
月
八
日
同
午
前
十
一
時
か

p
り

と
こ
ろ
:
・
海
野
町
会
館
前

内
容
・
:
日
用
雑
貨
ロ
聞
の
販
売



だ 昭和59年 4月1日一一ωー

|4月7・8日は緑の祭り l

え広報う

自然を守り緑豊かな郷土をつくろうと、 4月 1日から 1か月間「国土

緑化運動」が実施されます。市では、 4月 7日、 8日に「緑の祭り」を

開催します。この祭りでは、次により緑化木の苗木を 1人につき 1本先

着順に1，500本無料で差し上げます。大勢の皆きんお出かけください。

人
権
擁
護
委
員

04月 7日出、 8日(日)…上回公園西日

地域が広範囲のため、次の各会場でも無料で差し上げます。

04月14日出、 15日(日)・一塩田支所西側駐車場

04月21日出・・・ー・…ー…・川西支所西側駐車場

04月22日(日)……・・……・上野が丘公民館

※時間は、いずれも午前 9時と午後 1時からの 2回です。

成
沢
さ
ん
に
委
嘱

，第 908号

三
月
十
五
日
、
成
沢
キ
ク
ノ
さ
ん
(
緑

が
丘
二
・
新
任
ゾ
が
、
法
務
大
臣
が
ら

人
権
擁
議
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

辞
任
さ
れ
ま
し
た
砥
石
種
次
き
ん
(
緑

が
丘
一
)
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

御
活
躍
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い問、

E⑫2988) 

婦人教室を

参加 くださ

にお勤

です。

また、緑化木の展示即売会も同時に行います。内容は、林業機械展示、

緑化木・盆栽手入れ、山林経営などの相談コーナ一、緑化木、特産品、

工具などの展示即売です。

山火事の防止はみんなで

山火事の発生しやすい季節となりました。山に入ったらタバ コの吸い

がら、たき火にじゅうぶん注意して、みんなで山火事を防ぎましょう 。

(農林課 E⑫4100 内線324・有線②0762)

ほ
ん
と
う
に
御
苦
労
様
で
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
基
本
的
人

権
、
す
な
わ
ち
生
命
や
自
由
お
よ
び
幸

福
追
求
な
ど
の
権
利
が
犯
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
監
視
し
て
い
ま
す
。
も
し

こ
れ
ら
の
権
利
が
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
速
や
か
に
適
切
な
処

置
を
と
る
な
ど
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
き

ん
、
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
き
い
。

、 材業I-ftI;J: 

来館のうえ

込み くださ

ます。

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

上

回

ガ

ス

本

社

宮

⑫
0
4
5
4

原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
6
8
7
3

炉

』

晶

e
:
・

O
A
組
H
H
五
月
八
日
か
ら
七
月
二
十
四

自
の
毎
週
火
曜
日
(
計
十
二
回
)
、

午
前
十
時
か
ら
正
午

O
B
組

1
五
月
九
日
か
ら
七
月
二
十
五

日
の
毎
週
水
曜
日
(
計
十
二
回
)
、

午
前
十
時
か
ら
正
午

O
C
組
u
H
五
月
十
一
日
か
ら
七
月
二
十
七

上田市産直事業10周年記念

第50回産直デー

4月14日(土)・ 15日(日)

自
の
毎
週
金
曜
日
(
計
十
二
回
)
、

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
七
時
三
十

分

と
ニ
ろ
:・
上
回
ガ
ス
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ

l
二
階
教
室

募
集
人
員
:・

A
・
B
組
各
二
十
名
、

C

組
二
十
五
名

料
理
内
容
:
・和
・
洋
・
中
華
料
理
、
パ

ン
、
菓
子
。

A
-
B
組
は
、
じ
っ
く

り
と
手
を
か
け
る
料
理
も
行
い
ま
す
。

受
講
料
・
:
九
千
円
(
材
料
費
六
千
円
を

含
む
)

申
込
期
限
・
:
五
月
四
日
幽
ま
で
に
、
本

社
か
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
け

つ
こ
う
で
す
。
た
だ
し
、
期
目
前
で
も

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

①大型生にしん 2尾 280円

②寒さぱ 1尾 200円

③新ます 特価

④甘塩一等品たらの子 100g 250円

目
ロ
ロ口

〈生活環境限生活係官⑫4100内線301>

取り扱い庖…市内産直協力庖



三
月
十
五
日
、
成
沢
キ
ク
ノ
さ
ん

が
丘
二
・
新
任
)
が
、
法
務
大
臣
か
ら

人
権
機
汲
委
貝
に
委
d

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ロ口

が
丘
一
)
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

制
御
活
躍
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
間
、

く
る
た
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婦人教室の受講生を募集

働〈婦人の家(材木町 1-2-2・2⑫2988)

では、内容をより充実して次のとおり 婦 人教室を

計画しました。皆さんお誘い合って御参加くだき

し、。

対象者…市内にお住まいか市内の事業所にお勤

めの婦人。全講座初心者が対象です。

とニろー・働く婦人の家

受講料…無料(ただし、テキス卜代、材料代'i

実費)

申込方法… 4月15日(日)午前 9時から 、来館のうえ

材料代などを添えてお申し込みくださ

い。(1人 2講座まで)

※先着順で、定員になり次第締め切り ます。

崎 t

明ザd

簾編教室で学ぶ皆さん

講座名 回数・曜日 時 間 議 師 定員 材料代 内 ~玄・Tτ 予 疋{ 

11回 第 1・3月曜日 午後 (栄養士) 人 ( 1回450円くらい)

料 理
( 5月一10月) 6 :00-8 :00 岩崎敬子さん

28 4，500円 1回 3品程度

10回第 1・3木曜日 午後 (目華料4講師) 藤つる
膝 編

( 5月一10月) 6 :00-8 :00 藤森すみ子さん
25 

2，500円
果物かご、血ほか

手 編
11回 第 1・3火曜日 午後 (手編教室)

25 
基礎編府編棒 基礎編

( 5月-11月) 6 :00-8 :00 山浦源子さん 毛糸 1，000円 ホームカノ〈一、ベスト ほか

毛筆習字
15回 第 2・4火曜日 午後

書道講師 40 
ァキスト代

楢書、行書
( 5月-12月) 6 :00-8 :00 600円くらい

生 花
12回 第 2・4火曜日 午後 (草月流)

25 
(1杯 650円く らい)

基本花聖
( 5月-12月) 6 :00-8 :00 土屋幸子さん 前期分4，000円

フランス 5回 午後 (手芸家)
25 1，500円 サロンエプロ ン刺しゅう ( 5月-6月) 6 :00-8 :00 遠 藤 き みさん

着 付
9回第 2・4木曜日 午後 (装道着物教室)

30 な し
ふだん着・外出着の着方、半幅

( 5月一 10月) 6 :00-8 :00 福 島 佳 子 九 帯・名古屋帯・袋帯のしめ方

茶 i董
12回第 2・4木曜日 午後 (裏千家) テキスト代、抹茶、

茶道の基礎知識( 5月-11月) 6 :00-8 :00 松井宗里さん
25 菓子代 3，000円

フフワー・ 6回第 1・3金曜日 午後 (フラワーデザイ十一)
3，000円 カーネーションほか 4組

デザイン ( 5月一 7月) 6 :00-8 :00 石川美和子さん
30 

和裁 15回 第 1・3土曜日 午後 (平日裁講師) 木目込人形代 思ぷゅl手.'k、一!空たき一一-
木目込人形 ( 5月-12月) 1 :30-3 :30 伊倉光子さん

25 3，000円 木目込人形

郷土の 6回第 2・4土曜日 午後 (郷土のてまり教室)
テて2キま.0スり002ト円千イ国℃ てまり 2個てまり ( 5月-7月) 1 :30-3 :30 上原 トシ子さん

25 
J 

木 局3
11回 第 2・4土曜日 午後 (県農美速合会)

30 3，000円くらい 基礎彫、壁掛ほか( 5月-10月) 6 :00-8 :00 掛川忠夫九 -洋裁 11回 第2・4土曜日 午後 (i羊裁講師) 型紙代ほか 型紙の取り方
リフォーム ( 5月-10月) 1 :30-3 :30 小林麗子さん

25 
1，000円 スカート、ベストなζJ



だ 昭和59年 4月1日一一(14)ー

⑬ 

えつ広報

(
一
一
月
二
十
九
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

春
原
け
さ
ゑ
さ
ん

橋
詰
嘉
久
之
さ
ん

佐
藤
直
子
さ
ん

室
賀
収
謙
さ
ん

竹
内
や
す
よ
さ
ん

掘
削
藤
昌
子
さ
ん

竹
内
す
バ
の
き
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朝
日
ケ
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下
之
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木
沢
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戸部 908号

58年度分は完納してますか

昭和58年度の納付蓄を使つての保険料納付

は、 4月中でしたらどこの金融機関、農協で

も取り扱います。 5月 1日以降は旧年度の納

付書は使えなくなり、別の納付書(社会保険事

務所発行のもの)で指定されたところへ納め

なければなりませんので御注意ください。

「保険料を納めたつもりなのに、納めてなか

ったかしら」という声を、最近よく耳にしま

す。このため市や社会保険事務所では、保険

料を納め忘れた方に催告状を出したり、電話

や戸別訪問により納付の呼びかけをしていま

す。年金は、あなたにとって大切な財産です。

納期限をいつも確認し、計画的に納めるよう

新年度を迎えたこの機会に心がけましょう 。

七六七八五七五
E八九二五一六

神
倉科倉倉 下 金 上 保 山 桜 北
新本塩 大

升屋升 升郷井尻野口台手

中
常
国

笹

井

H
V凱
宵
山
出

12，440円

4月は保険料の納期月

4月は、新年度最初の保険料納期月です。

老後は必ずやってきます。老後の生活安定を

図るためにも、お忘れなくお納めください。

国民年金保険料は 4月から次のように引き

上げられました。

定額保険料

月額

付加保険料

月額

八八七
一一九

稲
田
嘉
男
さ
ん
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ん
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八
六

一一一一
七
九

八
四

七
五

五
八

三
七

八
八

八
三

三
五

八
五

院舞大中城

八五
七四 O

川 国 横
辺
町 分 町

各期
( 2念、月)

6，220円

三
好
町

五

加

七五
六七

内 田 屋 村 北

七八七六八
六 四五九八

六 五八四五
七五七七八

七 八 人
九四 三

13，240円

「前納」扱L、は4月28日までに

各期
(2"、月}

6，620円

(
常
磐
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六
丁
目
)

山

部

勝

さ
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和
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井
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1年分(4月から翌年 3月まで)の保険料

をまとめて納める「前納」制度は、保険料が

1，800円割り引きになります。前納を希望され

る皆さんは、 4月28日までにお納めください。

前納の場合は、

定額年間保険料

付加年間保険料

74，640円→72，840円

79，440円→77，520円

常

磐

町

七

六

平

井

寺

七

七

長

島
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一

大

屋

五
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木
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染

屋

六

六

五

加

八

五

倉
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山
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手

塚

五

一

倉

升

八

五

社会保険出張相談日

(4月〕

(第 1火曜日 2日

第 3火曜日 16日

会場…松尾工業株式会社()11辺町)

(第2火曜日 9日

第 4火曜日 23日

会場・・・上回商工会議所(大手町)

。各会場とも午前10時~午後 3時

*千曲川左岸地区
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